
児童発達支援・放課後等デイサービス
における支援プログラム　公表

「福祉を追究し、創造する」
「利用者を第一に」
「公私の別を明らかに」
地域から必要とするニーズにこたえ、児童一人ひとりの成長に寄り添い
ながら支援します。

事業所名

営業日

そえる（法人名：合同会社Infiniti）

月曜日から土曜日
（日曜日・祝日休み、夏季8月13日～15日・年末年始12月27日～1月3日休業）

支援提供時間 月～金曜日　10:00～17:30
土曜日　　　10:00～15:00

送迎 あり

法人理念

作成日：令和7年1月26日



支援方針

集団活動× 専門的な支援　一人ひとりの気持ちに添える事を第一に考え、視覚機能向上、対人関係スキル、ことばやからだ支援を一人ひとりの能力に
合わせて提供する。　
 ①ビジョントレーニング（有資格者）
 眼球運動・協調運動・視覚情報処理能力を子どもの特性に合わせた個別課題や集団活動を通じて、学習効率や運動能力向上を目指す。
 ②SST（ソーシャルスキルトレーニング）
 日常生活を意識したSSTプログラムを通して、対人関係など社会生活に必要なスキルを習得し、子供たちの生活の場に生かしていけるよう支援する。
 ③専門チームによる総合的な支援
 【ことばの教室（言語聴覚士）】ことばの発達や発音など、ことばの困りごとの個別指導を行う。一人ひとりの能力に合わせた教材を使用し、達成感
をもってもらえるよう、集中力や体力に合わせた支援をする。　　　　　　　　　　　　　　　
  【からだの支援（作業療法士）】姿勢や体の使い方、手先の器用さを個別にサポートする。すぐに転んでしまう、乱暴で力加減がわからない等、日
常生活における困りごとから原因となる背景を探し「できた」という成功体験を増やしていく支援をする。

　 支　援　内　容

本人支援

健康・生活
・生活を営む上で必要となる基本的技能における手洗い・うがい・検温を通じて、継続的な健康管理を習慣化する。常に周りから見られている意識を
持ち、日常生活での適切な身なりの整え方を身につけ、自信を持って行動できるように支援する。

運動・感覚

・粗大運動：自分の身体を思い通りに動かし、安定した姿勢を保てるようにするために、作業療法士が主体となり、個々の発達に応じた運動プログラ
ムを提供する。
・微細運動：手指の発達を促し、生活動作の基盤を築くために、一人ひとりの発達段階に応じた支援を行う。
・感覚統合：子どもが自らの身体や環境を適切に認識し、円滑に活動できるよう、遊びを通じて感覚統合を促す。また、感覚が過敏、低反応な子ども
にも配慮した環境を作り、楽しみながら身体機能の向上ができるよう支援する。
・ビジョントレーニングにおける眼球運動にて視覚発達を促し、日常生活で必要な見る力を養う。加えて、体幹の強化やボディイメージの向上を目的
とした遊びや運動を取り入れながら、姿勢の安定性や協調運動の発達を促し、日常生活や遊びの中で自信を持って動ける身体づくりを支援する。ま
た、製作活動や運筆、折り紙などの課題を通じて、指先の巧緻性や目と手の協応動作を育み、日常生活や学習の基礎となる力を身につけられるよう支
援する。    

認知・行動

・児童の特性に応じた環境調整を行いながら、認知力を高め、自己調整の方法を身につけることで、状況に応じた適切な行動ができるよう支援する。
・視覚的支援（タイムタイマーやスケジュールボード等）を活用し、日常生活の中で時間の見通しを持てるよう支援する。活動の切り替えをスムーズ
に行えるよう、次の予定を伝えたり、時間の経過を視覚的に示したりすることで、生活リズムの理解を深める。
・ビジョントレーニングを通じて文字・図形などの机上課題の認識を養い、学習の向上を目指す。また、ボディイメージを養う活動を行うことで、空
間認知に働きかけ、学校や日常生活での困り事を軽減できるよう支援する。
・児童の認知特性に配慮しながら調理や工作などの創作活動の中で感覚の活用や認知機能の発達を促す。

言語・
コミュニ
ケーション

・言語聴覚士による個別指導を中心に、発音・コミュニケーション・学習における困りごとを支援する。
・言葉を使って自分の気持ちや考えを伝えられるよう、遊びを通じて意欲を引き出しながら支援する。正しい発音や語彙力の向上、聴く力を育むため
に、発話の機会を増やし、言語の楽しさを感じてもらえるよう配慮する。
・SST（ソーシャルスキルトレーニング）ロールプレイを通じて、コミュニケーション能力や感情管理、対人間関係スキルを向上させ、日常生活での
基礎となるスキルを身につけるよう支援する。
 ・言語領域におけるスクリーニング検査を通じて、発達段階に応じた具体的な支援を実施する。検査結果に基づいて支援方法を調整し、一人ひとりに
合わせた療育プランを作成。
 ・集団活動で他者の話を聞く・話をまとめる・発表する機会となる作戦会議を設け、言語理解・表現力の向上、他者との意思疎通能力を育てる。



本人支援
人間関係・
社会性

・協力して遊びや療育活動を楽しむことで、仲間との連携やコミュニケーションを学び、満足感や達成感を感じられるよう支援する。
・集団遊びや活動を通じて、ルールを守ることの大切さを理解し、協調性や適切な社会的行動を身につけること目指す。
・集団活動を通じた協調性の育成やSST（ソーシャルスキルトレーニング）ロールプレイを通して、社会生活に必要なスキルを身につけ、自己肯定感の
向上につながるよう支援する。
・担当制の日直と視覚的なスケジュールを活用し、自分の役割や時間の流れを把握して、見通しを持って効率的に時間管理を行えるよう支援する。

家族支援

・子どもに関する事項、支援内容と意図に関する説明/相談/助言などを実施
・家庭生活に関する相談・助言等 
・集団生活に関する相談・助言等
・きょうだい児に関する相談・助言等 
※家族のニーズに応じ、相談援助を事業所での対面や電話にて実施
・茶話会やペアレントトレーニングの実施予定

移行支援

・事業所で支援し、習得した行動を保育所や学校、家庭などで同様の行動ができるように、般化を目指した支援を行う
・移行先（保育所・学校等）への情報の共有
・相談支援事業所との連携
・不登校児童支援、登校支援の実施

地域支援・地域連携

・札幌市児童発達支援研修会への参加
・自立支援協議会清田区地域部会～子どもチーム交流会～への参加
・関係する児童発達支援事業所、相談支援事業所に様子を報告するなど情報共有し、密な連携を図る
・各関係機関（学校や相談支援事業所、他の通所先）との連携、支援方法や環境調整等に関する相談援助等の取り組みや学校への見学、支援会議への
参加
・地域社会の中で積極的に活動することを推進するため、地域の公園を活用し、集団活動を行う 

職員の質の向上

児童発達支援の質を高めるため、職員の専門性向上と安全管理の徹底に努めています。
1. 法定研修の実施（安全管理・権利擁護）：職員が適切に支援を行うため、以下の法定研修を定期的に実施しています。
・虐待防止・権利擁護研修：児童の権利を守り、安全で安心できる支援環境を整えるための研修
・防災研修：災害発生時の対応や避難誘導の方法を学ぶ研修
・感染症対策研修：感染症の予防・対応についての知識を深め、適切な対策を講じるための研修
2. 職員の専門性向上のための研修・講座の受講：職員は、児童発達支援に関する知識や技術を向上させるため、外部研修や講座を積極的に受講してい
ます。受講した研修の内容は、事業所内で共有し、実践を通して支援の質向上に活かしています。
・ソーシャルスキルトレーニング研修、ビジョントレーニング研修、ペアトレーニング研修、不登校支援研修、強度行動障害支援者養成研修、発達障
害児に対する評価と治療に関する講座（北海道作業療法士会主催）、感覚統合入門講習会、作業療法士が考えるDCDの子どもへのアプローチ講習、言
語発達講座、小児構音障害の評価と治療（北海道言語聴覚士会主催）、救命講習、甲種防火管理者新規講習、障がいのある人を支援する防災研修、発
達障がい講座、児童発達支援管理責任者研修、自律型人財育成研修等
3. 研修内容の共有と実践
・受講した外部研修の内容は、職員会議などを通じて共有し、事業所全体で知識を深めています。
・学んだ支援方法を実際の現場で実践し、より効果的な支援が提供できるよう取り組んでいます。

主な行事等
・土曜日イベント（調理レク・制作活動・外出行事・季節行事 3月：おたのしみ会、8月：夏祭り、10月：ハロウィンパーティー、12月：クリスマス
会）　・誕生日会　・避難訓練の実施（6月・12月）


